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永
の
郷
た
よ
り

ご
あ
い
さ
つ

六
、
七
月
こ
ん
な
事
を
し
ま
し
た

八
月
、
九
月
の
行
事

職
員
の
独
り
言

今
年
は
、
梅
雨
末
期
に
全
国
的
に
大
雨

と
な
り
、
各
地
に
大
き
な
災
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
、
熊
本
で
も
一
日
に
二
度
も
線

状
洪
水
帯
が
発
生
し
、
ま
だ
地
震
の
爪
痕

が
残
る
益
城
町
が
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
は
、
行
動
制
限
も
無
く
、
人

の
移
動
も
活
発
に
な
り
、
マ
ス
ク
も
自
主

判
断
と
な
り
、
全
国
的
に
増
加
傾
向
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
、
コ
ロ
ナ
感
染
だ
け
で
は

な
く
、
暑
い
日
が
続
き
ま
す
の
で
、
熱
中
症

に
も
気
を
付
け
て
体
調
管
理
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
紫
陽
花
見
学

・
七
夕
会

・
避
難
訓
練

・
夏
祭
り

・
誕
生
日
会

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

佐
藤

み
ど
り

我
家
に
は
、
生
後
十
ヵ
月
の
女
の
子
が
い
ま
す
。

成
長
著
し
い
時
で
、
寝
返
り
が
出
来
た
と
喜
ん
で

い
た
ら
、
ハ
イ
ハ
イ
や
つ
か
ま
り
立
ち
も
出
来
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

名
前
を
呼
ぶ
と
手
を
上
げ
た
り
、
拍
手
を
し
た

り
、

ニ
コ
ッ
と
笑
っ
た
り
と
仕
草
も
可
愛
く
て
、
毎
日

が
新
し
い
発
見
の
連
続
で
す
。

今
は
、
何
で
も
口
に
入
れ
て
し
ま
う
の
で
、
片
時

も
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
し
な
が
ら
、

興
味
津
々
に
動
き
回
っ
て
い
ま
す
。

「
子
育
て
」「
孫
育
て
」
は
、
お
互
い
初
心
者
で
す
か

ら
、
家
族
の
間
で
も
、
ホ
ウ
・
レ
ン
・
ソ
ウ
（
報

告
・
連
絡
・
相
談
）
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

仕
事
と
同
じ
で
す
。
協
力
し
て
孫
の
成
長
を
見
守

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

田
園
が
広
が
る
澄
ん
だ
空
気
の
中
に
あ
る
平

屋
作
り
の
建
物
で
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
併
設
し
て

あ
り
、
朝
は
地
域
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
、
日

中
は
ご
利
用
者
様
の
散
歩
コ
ー
ス
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

先
日
は
、
お
忙
し
い
中
一
年
半
ぶ
り
の
家
族
会

に
出
席
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

永
の
郷
施
設
案
内

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
永
の
郷

永
の
郷
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

有
料
老
人
ホ
ー
ム
「
み
の
り
の
家
」
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